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開
催
に
あ
た
っ
て

　

江
戸
時
代
、
街
道
や
宿
場
の
整
備
、
経
済
や
治
安
の
向
上
を
反
映
し
て
、
庶
民
生
活
の
中
で
旅
が
身
近
な
も
の
と
な
り
、
人
々
は
年
貢
等
の
負
担
に
苦
慮
す

る
暮
ら
し
の
中
で
非
日
常
を
求
め
て
、
旅
に
出
ま
し
た
。
目
的
を
、
寺
社
参
詣
と
し
な
が
ら
、
物
見
遊
山
の
要
素
も
加
味
さ
れ
一
カ
月
を
超
え
る
長
期
の
旅
と

な
る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
時
代
は
、
旅
行
案
内
書
の
出
版
、
旅
館
業
者
組
合
に
よ
る
安
全
な
宿
の
整
備
、
旅
行
案
内
人
の
活
動
、
病
死
人
へ
の
対
応
な
ど
、
旅
人
の
受
入
シ
ス
テ

ム
が
つ
く
ら
れ
、
現
代
の
旅
の
基
本
型
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
の
旅
と
異
な
る
点
は
、
寺
や
村
、
藩
が
発
行
す
る
往
来
手
形
や
関
所
手
形

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
親
戚
や
使
用
人
、
地
域
の
人
々
と
の
間
で
餞
別
品
や
み
や
げ
物
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
、
ま
わ
り
の
人
々
の
思
い
を
受
け
と
め
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
徒
歩
と
舟
で
の
旅
は
、
様
々
な
風
景
が
展
開
し
て
、
印
象
の
深
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
故
郷
の
良
さ
も
再
確
認
で

き
た
旅
と
な
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

富
山
県
に
は
、
関
西
・
中
部
・
関
東
方
面
へ
の
近
世
の
道
中
日
記
な
ど
多
種
の
寺
社
参
詣
関
係
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
企
画
展
で
は
、
越
中
の
人
々
の
旅
に
つ
い
て
、
当
館
所
蔵
の
道
中
日
記
等
の
史
資
料
を
も
と
に
、
ル
ー
ト
、
日
数
、
宿
泊
代
、
名
所
、
餞
別
、

土
産
、
そ
し
て
当
時
の
旅
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
郷
土
富
山
の
歴
史
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
や
機
関
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館　

富
山
県
立
図
書
館　

魚
津
市
立
図
書
館　

富
山
市
猪
谷
関
所
館　

富
山
市
郷
土
博
物
館　

滑
川
市
立
博
物
館　

南
砺
市
城
端
図
書
館

石
井
健
次
郎
（
富
山
市
）　

五
十
島
和
男
（
富
山
市
）　

上
埜
十
右
衛
門
（
富
山
市
）　

海
内
宏
憲
（
富
山
市
）　

城
戸
拓
一
（
宝
塚
市
）

高
安
悦
郎
（
富
山
市
）　

玉
井
紀
一
（
南
砺
市
）　

丹
保
俊
哉
（
富
山
市
）　

塚
本
幸
史
（
高
岡
市
）　

寺
崎
寿
（
富
山
市
）　

名
苗
織
道
（
氷
見
市
）

広
野
リ
ツ
（
富
山
市
）　

藤
井
久
征
（
氷
見
市
）　

 

（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月

 

富
山
県
公
文
書
館
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旅
の
手
続
き

　

江
戸
時
代
、
人
の
移
動
は
制
限
さ
れ
、
正
式
に
通
常
諸
国
を
旅
す
る
に
場
合
に
は
、「
往

来
手
形
（
往
来
一
札
）」
と
「
関
所
手
形
（
通
手
形
・
関
所
証
文
・
関
所
切
手
）」
の
二
つ

の
証
明
書
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
「
往
来
手
形
」
は
、
旦
那
寺
、
村
（
町
）
役
人
な
ど
が
身
元
保
証
人
と
な
り
発
行
す
る

も
の
で
、
旅
の
間
は
携
行
し
、
事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
に
身
分
証
と
し
て
提
示
し

た
。
内
容
は
、
本
人
の
旅
の
目
的
・
宗
旨
・
住
所
・
名
前
・
年
齢
な
ど
を
掲
載
す
る
と
共

に
、
旅
先
で
死
亡
し
た
際
に
は
当
地
の
方
法
で
葬
っ
て
ほ
し
い
旨
が
書
か
れ
た
。
例
を
あ

げ
る
と
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
年
九
月
に
釈
尼
妙
円
が
親
鸞
聖
人
旧
跡
巡
拝
の
旅
を

し
た
時
に
携
帯
し
た
往
来
手
形
が
残
っ
て
い
る
。
檀
那
寺
の
浄
善
寺
が
本
人
の
生
国
〔
射

水
郡
中
村
・
現
、
氷
見
市
〕・
宗
旨
〔
浄
土
真
宗
〕・
旅
行
目
的
〔
親
鸞
聖
人
旧
跡
巡
拝
〕

を
証
明
し
、
途
中
行
き
暮
れ
た
場
合
に
は
旅
宿
の
世
話
を
、
死
亡
し
た
際
に
は
当
地
の
方

法
で
葬
る
こ
と
を
頼
む
な
ど
、「
往
来
手
形
」
の
典
型
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

関
所
手
形
は
、
関
所
（
幕
府
設
置
の
も
の
を
関
所
、
諸
藩
設
置
の
も
の
を
口
留
番
所
と

称
し
た
が
、
区
別
せ
ず
に
関
所
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。）
を
通
過
す
る
と
き
に
提

出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
関
所
側
、
例
え
ば
関
所
の
番
人
を
し
て
い
た
家
に
伝
存
す
る
こ

と
と
な
る
。
越
中
国
の
場
合
、
加
賀
藩
領
や
富
山
藩
領
の
国
境
に
設
け
ら
れ
た
境
関
所
や

東
西
猪
谷
関
所
、
そ
し
て
大
聖
寺
関
所
に
か
か
わ
る
申
請
書
の
み
伝
存
し
て
い
る
の
で
、藤井家文書「鞍骨村市郎右衛門など四人伊勢参詣につき請合状」宝永3年（1706）〔個人蔵〕

広野家文書「往来手形」文化10年（1813）〔富山県公文書館蔵〕

往
来
手
形

関
所
手
形

　
　
　

往
来
手
形
之
事

一　

浄
土
真
宗　

釈
尼　

妙
圓

　

右
尼
道
心
、
生
国
越
中
射
水
郡
中
村

　

出
生
之
者
ニ
而
同
村
浄
善
寺
弟
子
ニ
而

　

祖
師
親
鸞
聖
人
ノ
御
旧
跡
順
拝
仕
候

　

所
相
違
無
御
座
候
、
依
之
所
々
御
関
所

　

無
滞
御
通
シ
被
成
可
被
下
候
、
且
又
行
暮
候

　

節
者
一
宿
ツ
ヽ
御
借
可
被
下
候
、
此
上
ハ
万
一

　

何
国
ニ
而
も
病
気
等
指
出
候
欤
、
又
ハ
死
去

　

仕
候
節
ハ
、
乍
御
難
題
其
国
ノ
御
作
法
ヲ

　

以
御
取
隠
被
成
可
被
下
候
、
此
方
江
御
付
届
ニ
ハ

　

及
不
申
候
、
為
其
後
日
ノ
往
来
一
札
如
件

　
　
　
　
　
　

越
中
射
水
郡
中
村

　
　

文
化
十
年
酉
九
月　

浄
善
寺
（
印
）

　
　

所
々
御
関
所

　
　
　
　
　

御
役
人
衆
中

　
　
　
　
　

村
々
役
人
中

　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

射
水
郡
鞍
骨
村

一　

壱
人　

歳
五
拾
四　
　
　
　
　
　
　
　

市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村

一　

壱
人　

歳
弐
拾
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村

一　

壱
人　

歳
弐
拾
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村

一　

壱
人　

歳
弐
拾
九　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
四
郎

　

〆
右
之
者
共
、
伊
勢
参
宮
仕
度
申
候
間
、
大
正
持
御

関
所
通
り
御
切
手
被
下
候
様
ニ
被
仰
上
可
被
下
候
、
此
者
共

他
国
奉
公
又
ハ
日
用
等
ニ
罷
越
申
者
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
当

六
月
廿
四
日
以
前
ニ
罷
帰
り
申
候
間
、
罷
滞
次
第
御
案
内

可
申
上
候
、
若
耕
作
手
閊
申
か
自
然
切
支
丹
宗
門
之

者
又
ハ
牢
人
科
人
以
下
を
紛
借
シ
御
切
手
於
申

請
ハ
以
来
御
聞
付
次
第
私
共
如
何
様
ニ
も
曲
事
ニ

可
被
仰
付
候
、
其
上
右
之
者
共
他
国
ニ
居
留
り

候
ハ
ヽ
早
速
呼
も
と
し
御
案
内
可
申
上
候
、
為
其

私
共
御
請
合
状
指
上
ケ
申
所
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鞍
骨
村
肝
煎

　
　

宝
永
三
年
六
月
三
日　
　
　
　

四
郎
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
合
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
左
衛
門　
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門　
（
印
）

　
　
　
　

仏
生
寺
村

　
　
　
　
　
　
　

平
四
郎
殿
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出
国
す
る
時
に
は
そ
れ
ら
の
関
所
手
形
が
必
要
で
あ
っ
て
、
他
国
で
の
関
所
で
は
手
形
が

必
要
の
な
い
場
合
や
、
必
要
で
あ
っ
て
も
旅
籠
に
依
頼
し
て
発
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
た
。
左
の
史
料
は
、
大
聖
寺
関
所
を
通
過
す
る
際
に
提
出
す
る
「
関
所
手
形
」
を
十
村

役
に
申
請
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
。

　

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
六
月
三
日
、
伊
勢
参
宮
の
た
め
、
射
水
郡
鞍
骨
村
（
現　

氷

見
市
鞍
骨
）
市
郎
右
衛
門
以
下
四
名
に
つ
い
て
、
村
肝
煎
四
郎
右
衛
門
・
組
合
頭
六
左
衛

門
・
同
吉
右
衛
門
の
村
方
三
役
の
三
名
が
大
正
寺(

大
聖
寺)

の
関
所
手
形
を
十
村
役
仏
生

寺
村
平
四
郎
に
申
請
し
て
い
る
。
内
容
は
、
四
人
の
旅
の
目
的
は
伊
勢
参
宮
で
あ
っ
て
、

「
他
国
奉
公
又
ハ
日
用
等
ニ
罷
越
申
者
」、「
耕
作
手
閊
申
」、「
切
支
丹
」、「
科
人
」
で
は

な
い
こ
と
を
村
役
人
が
請
け
合
い
、
も
し
期
間
を
過
ぎ
て
も
帰
ら
な
い
場
合
は
早
速
呼
び

戻
し
、
十
村
役
仏
生
寺
村
平
四
郎
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
の
史
料
を
あ
げ

て
み
よ
う
。

　

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
五
月
二
十
七
日
、
射
水
郡
倉く
ら
が
き垣

組
中な

か

老お
い
だ田

村
（
現
、
富
山

市
中
老
田
）
百
姓
久
之
助
と
久
三
郎
倅
久
五
郎
の
身
延
山
参
詣
に
つ
い
て
、
猪
谷
関
所
の

関
所
手
形
を
肝
煎
、
組
合
頭
が
郡
奉
行
に
申
請
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
。
前
の
宝
永
三

年
の
史
料
と
較
べ
る
と
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
百
姓
の
身
分
と
い
う
こ
と
で
、
郡
奉
行
に

申
請
し
て
い
る
。

　

左
の
史
料
は
、
西
猪
谷
関
所
（
富
山
藩
）
に
提
出
さ
れ
た
関
所
手
形
で
あ
る
。
身み

延の
ぶ
さ
ん山

参
詣
を
目
的
と
す
る
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）、
五
六
歳
と
五
三
歳
の
女
性
二
名
の
関

所
手
形
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
関
所
番
人
の
吉
村
文
治
・
橋
本
伴
蔵
宛
に
、
富
山
藩
の
規

定
ど
お
り
、
女
性
に
つ
い
て
は
身
分
を
問
わ
ず
家
老
（
村
左
兵
衛
）
が
発
給
し
て
い
る
。

海内家文書｢中老田村百姓久之助ら二人甲斐国身延山参詣に
つき猪谷関所過書願書｣文政12年（1829）〔富山県公文書館蔵〕

橋本家文書「五拾六歳髪切女壱人五拾三歳髪切下女壱人甲州身延山
参詣につき過書」文化８年（1829）〔富山市猪谷関所館蔵〕

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

射
水
郡
倉
垣
組
中
老
田
村
百
姓

一　

壱
人
年　

五
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
久
三
郎
倅

一　

壱
人
年　

弐
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
五
郎

〆
弐
人

右
之
者
共
来
六
月
二
日
居
在
所
罷
立
甲
斐
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
延
山

江
参
詣
ニ
罷
越
、
七
月
廿
日
限
り
罷
帰
り
可
申
候
惣
而

御
縮
方
之
儀
も
前
々
被
仰
渡
之
通
り
急
度
相
心
得

可
申
候
間
、
猪
谷
御
関
所
通
り
切
手
御
渡
被
下

候
様
奉
願
上
候　

以
上

　

文
政
十
二
年
五
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
合
頭

　

御
郡

　
　

御
奉
行　

様

　
　
　
　
　

覚

一
五
拾
六
歳　

髪
切
女　

壱
人

一
五
拾
三
歳　

髪
切
女　

壱
人

〆右
甲
州
身
延
山
江
令
参
詣
候
条

御
関
所
無
義
可
相
違
通
者
也

文
化
八
年
未
五
月
廿
三
日　

村
左
兵
衛（
印
）

　
　
　
　
　

西
猪
谷
関
所
番
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
文
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
伴
蔵
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旅
行
案
内
書

　

英
国
の
外
交
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
著
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
に
は
、

日
本
人
は
大
の
旅
行
好
き
で
あ
る
。
本
屋
の
店
頭
に
は
、
宿
屋
、
街
道
、
道
の
り
、

渡
船
場
、
寺
院
、
産
物
、
そ
の
ほ
か
旅
行
者
の
必
要
な
事
柄
を
細
か
に
書
い
た
旅
行

案
内
の
印
刷
物
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
る
。

と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
大
坂
か
ら
江
戸
へ
東
海
道
を

駕か

ご篭
で
旅
し
た
時
の
記
述
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
旅
好
き
と
と
も
に
、
旅
行
案
内
に
関
る

印
刷
物
が
多
種
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
旅
ブ
ー
ム
を
背

景
に
地
図
（
日
本
全
図
・
江
戸
大
坂
な
ど
の
地
域
図
）、
全
国
の
街
道
が
記
さ
れ
て
い
る

道
中
記
「
廿
四
輩
御
旧
跡
道
し
る
べ
」
な
ど
の
名
所
記
（
江
戸
・
大
坂
・
京
・
伊
勢
な
ど

や
宗
祖
旧
跡
な
ど
）、
旅
の
心
得
（「
旅
行
用
心
集
」）、
旅
籠
組
合
発
刊
の
安
全
な
宿
（「
浪

花
講
定
宿
帳
」）、
買
物
の
た
め
に
商
品
別
に
店
を
記
し
た
も
の
（「
江
戸
買
物
獨
案
内
」）

な
ど
、
旅
の
情
報
を
ま
と
め
た
様
々
な
印

刷
物
が
販
売
さ
れ
た
。
ま
た
、
文
字
や
絵

の
情
報
を
冊
子
、
折
り
本
に
し
た
て
る
こ

と
に
よ
り
、
懐
中
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。「
大
日
本
早
見
道
中
記
」

は
海
内
家
の
よ
う
に
身
延
山
道
中
日
記
が

残
さ
れ
て
い
る
家
に
伝
存
し
た
も
の
で
、

旅
の
途
中
で
購
入
し
、
使
用
し
た
の
で
は

な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
藤
田

家
の
「
道
中
記
」
の
よ
う
に
富
山
か
ら
江

戸
ま
で
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ

て
個
人
的
に
作
製
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
幕
府
に
よ
る
街
道
、
宿
駅
制
度
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
と
っ
て
旅
が
身
近
な
も

の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
っ
そ
う
の
安
全
性
の
確

保
を
目
的
と
し
て
、
大
坂
玉
造
に
拠
点
を
お
き
、
全

国
に
行
商
し
て
い
た
松
屋
甚
四
郎
と
手
代
の
ま
つ
屋
源

助
は
、
旅
人
に
安
全
な
旅
を
提
供
し
よ
う
と
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
に
旅
籠
の
組
合
で
あ
る
「
浪
花
組
」、

後
の
「
浪
花
講
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
浪
花
講
に
加

盟
す
る
旅
籠
や
茶
屋
で
は
、「
旅
人
の
賭
け
事
、
遊
女

を
買
う
事
・
酒
を
飲
ん
で
騒
ぐ
事
」
等
を
禁
止
し
、
浪

花
講
の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
旅
人
へ
の
目
印

と
し
た
。
ま
た
、
旅
行
案
内
書
等
を
発
刊
し
、
旅
人
は

定
宿
帳
に
記
載
さ
れ
た
街
道
を
歩
き
、
鑑
札
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
宿
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
の
史
料
は
、
浪
花
講
が
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

に
発
刊
し
た
「
浪
花
講
定
宿
帳
」
で
あ
る
。
全
国
の
浪

花
講
に
加
盟
す
る
旅
籠
や
茶
屋
が
記
さ
れ
て
い
る
。
富

山
・
小
杉
・
高
岡
・
立
野
・
今
石
動
・
倶
利
伽
羅
峠
・

竹
橋
・
津
幡
・
金
沢
に
あ
る
茶
屋
や
旅
籠
名
が
列
記
さ

れ
て
い
る
。

「浪花講定宿帳」金沢から富山までの浪花講加盟店（旅籠・茶屋）が名を連ねる。安政3年（1856）〔富山県立図書館蔵〕

「浪花講定宿帳」（表紙）

旅
行
案
内
書

浪
花
講
と
「
浪
花
講
定
宿
帳
」

上埜家文書｢天保改正袖中京絵図｣（1841）〔富山県公文書館蔵〕
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旅
を
安
全
に
、
よ
り
快
適
に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
策
を

心
得
と
し
て
記
し
た
案
内
書
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る
教
訓
も
取
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
旅
行
案
内
書
を
年
代
順
に
、
特
徴
的

な
内
容
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

　
「
大
日
本
道
中
行
程
細
見
」
巻
末
に
は
、
街
道
を
描
い
た
道
中
記
の
後
に
、
旅
の
心
得

が
記
さ
れ
て
い
る
。
夜
、
山
や
船
中
、
水
の
中
な
ど
で
発
生
す
る
い
わ
ば
自
然
発
生
す
る

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
方
策
に
つ
い
て
八
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

一　

鼻
息
ニ
テ
時
ヲ
知
ル
事

　

二　

落
馬
セ
ヌ
方

　

三　

旅
行
又
ハ
夜
道
モ
ロ
モ
ロ
ノ
毒
ニ
ア
タ
ラ
ザ
ル
方

　

四　

イ
キ
ア
イ
ノ
奇
薬

　

五　

舩
駕
ニ
酔
ヌ
方

　

六　

水
練
ノ
時
目
ヲ
ア
キ
テ
水
ヲ
ウ
ケ
ズ
耳
ニ
モ
水
ノ
入

　
　
　

ザ
ル
方

　

七　

舩
中
ナ
ド
ニ
テ
霧
ニ
ヲ
ホ
ワ
レ
方
角
知
ザ
ル
ト
キ

　
　
　

霧
ヲ
晴
シ
テ
方
角
ヲ
知
ル
方

　

八　

山
野
ニ
テ
水
ナ
キ
時
水
ヲ
求
ル
法

と
あ
り
、
三
に
つ
い
て
は
、｢

姑
蘇
啄
摩
耶
啄
」（
こ
そ
た
く

ま
や
た
く
）
と
真
言
を
唱
え
れ
ば
、
毒
に
も
あ
た
ら
ず
、
河

童
や
犬
も
避
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
四
の
「
イ
キ
ア
イ
ノ

奇
薬
」
は
、
呼
吸
を
整
え
元
気
を
つ
け
る
た
め
の
薬
の
意
味

で
あ
り
、
梅
と
棗
を
混
ぜ
た
も
の
を
用
い
る
と
あ
る
。
七
で

は
、
大
豆
を
す
り
潰
し
て
、
水
面
や
道
路
に
撒
け
ば
霧
が
晴

れ
て
方
向
が
わ
か
る
と
し
、
八
で
は
、
鴎
や
鷺
な
ど
の
近
づ

く
所
や
、
山
険
阻
な
所
の
下
に
は
水
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

あ
や
し
げ
な
方
策
で
あ
る
が
、
徒
歩
や
船
、
馬
で
移
動
す
る

上
で
生
じ
る
自
然
現
象
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
焦
点
を
あ

て
た
心
得
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
旅
行
用
心
集
」
は
、
旅
の
心
得
を
完
全
網
羅
し
た
も
の
で
、
旅
で
起
き
る
様
々
な
回

避
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。｢

初
て
旅
立
の
日
ハ
別
而
静
に
踏
立
、草
鞋
の
加
減
等
を
能
試
、

其
二
、三
日
が
間
は
所
々
に
て
度
々
休
、足
の
痛
ま
ぬ
よ
う
に
す
べ
し
。出
立
の
当
坐
に
は
、

人
々
心
は
や
り
て
お
も
は
ず
休
も
せ
ず
、
荒
く
踏
立
る
も
の
な
り｣

と
あ
っ
て
、
旅
の
二

日
三
日
は
、
草
鞋
の
具
合
を
見
な
が
ら
、
休
み
な
が
ら
い
き
な
さ
い
と
か
、「
道
中
所
持

す
べ
き
品
の
事
」
で
は
、「
矢
立　

扇
子　

糸
針　

懐
中
鏡　

日
記
手
帳
（
一
冊
）　

櫛
并

ニ
鬢
付
油　

提
灯　

ろ
う
そ
く　

火
打
道
具　

懐
中
付
木　

麻
綱　

印
板
」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。「
一
通
の
旅
に
て
格
別
に
急
ぐ
こ
と
な
く
ば
、
夜
道
決
而
す
べ
か
ら
ず
、
都
而

旅
は
九
日
路
の
所
な
ら
ば
十
日
に
て
行
か
ん
と
す
れ
ば
、
い
そ
ぎ
て
夜
道
等
す
る
よ
り
も

猶
益
多
き
こ
と
有
も
の
な
り
」
と
あ
っ
て
、
特
別
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
夜
道
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
、
旅
に
は
時
間
の
余
裕
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
文
化
論
的
な
内
容
と

し
て
、「
皆
人
他
国
へ
出
れ
ば
、
物
い
ひ
、
風
俗
い
ろ
い
ろ
に
替
て
、
己
が
国
言
葉
に
違

ふ
故
に
、
聞
馴
、
見
な
れ
ぬ
中
は
お
か
し
と
思
ふ
な
れ
ど
、
又
先
の
人
も
此
方
を
お
か
し

と
思
ふ
ハ
必
然
な
り
。
し
か
る
を
心
得
ち
か
ひ
し
て
、
他
国
の
風
俗
、
も
の
い
ひ
等
笑
な

ふ
る
こ
と
、
誤
と
し
る
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
文
化
の
違
い
に
と
ま
ど
う
こ
と
は
必
然
の
こ

と
だ
が
、
軽
蔑
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
「
浪
花
講
定
宿
帳
」
は
、
旅
籠
で
の
危
険
回
避
策
が
特
色
で
、｢

は
た
ご
安
く
と
も
あ
や

し
き
宿
に
と
ま
る
べ
か
ら
ず
、又
ひ
と
り
旅
の
女
を
道
づ
れ
に
す
べ
か
ら
ず｣

、と
あ
っ
て
、

人
間
関
係
中
心
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。｢

旅
人
御
心
得｣

に
は
、
客
が
旅
籠
内
で
注
意

す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

　

一
、
諸
法
度
の
懸
勝
負
被
成
候
御
客
宿
い
た
し
不
申
候
事

　

一
、
遊
女
買
被
成
候
御
客
御
宿
い
た
し
不
申
候
事

　

一
、
宿
に
て
酒
も
り
い
た
し
高
声
に
て
騒
ぎ
被
成
候
御
客
御
宿
い
た
し
不
申
候
事

　

一
、
御
用
向
相
済
不
用
に
て
逗
留
被
成
候
御
客
御
宿
い
た
し
不
申
候
事

　

一
、
定
宿
の
心
得
は
御
客
御
着
の
節
、
当
主
火
の
用
心
の
為
見
廻
一
間
一
間
、
夜
中
行

　
　
　

燈
の
燈
火
き
れ
ざ
る
よ
う
油
つ
ぎ
方
沢
山
に
い
た
し
置
事

と
あ
っ
て
、
勝
負
事
の
禁
止
、
遊
女
買
い
の
禁
止
、
酒
盛
大
騒
ぎ
の
禁
止
、
長
い
滞
在
の

禁
止
、
夜
中
行
灯
の
燈
火
が
消
え
な
い
よ
う
に
油
を
注
ぎ
足
す
、
と
い
っ
た
客
が
宿
泊
中

に
守
る
べ
き
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。

旅
の
心
得

広野家文書「大日本道中行程細見」寛政７年（1797）〔富山県公文書館蔵〕
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比
較
的
安
全
な
旅
が
で
き
た
江
戸
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
極
度
の
疲
労
を
伴
う
当
時
の
旅

で
は
、
病
気
に
な
っ
た
り
、
そ
の
ま
ま
病
死
し
て
し
ま
う
旅
人
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
八
月
九
日
、
伊
勢
参
宮
を
済
ま
せ
て
越
中
国
北
市
村
（
現
、

富
山
県
南
砺
市
北
市
）
へ
帰
る
途
中
、
祇
園
村
（
現
、
滋
賀
県
長
浜
市
祇
園
町
）
で
死
亡
し

た
旅
人
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
旅
人
の
名
は
「
三
」、
親
族
や
北
市
村
役
人
ら
に
よ
る
遺

体
の
確
認
か
ら
、
当
地
で
の
埋
葬
ま
で
の
経
緯
を
報
告
し
て
い
る
資
料
で
、
当
時
の
生
々
し

い
状
況
を
伝
え
て
く
れ
る
。
他
国
で
の
死
亡
は
、
遺
体
の
引
取
な
ど
、
そ
の
領
地
を
支
配
す

る
藩
を
含
め
、
村
と
村
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
問
題
解
決
が
図
ら
れ
た
。
往
来
手
形
の
文

言
の
よ
う
に
、
当
地
の
作
法
で
一
方
的
に
取
り
計
ら
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

旅
先
の
事
故

　

立
山
参
詣
は
成
人
と
な
る
た
め
の
通
過
儀
礼
で
も
あ
っ
た
。
石
井
家
文
書

に
は
、「
立
山
参
詣
見
舞
請
帳
」
が
江
戸
期
の
も
の
で
は
「
吉
次
郎
」、「
源

之
助
」
及
び
「
年
十
三
歳
正
吉
」
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
三
点
、
明
治

期
の
も
の
「
石
井
豊
二
」
一
点
が
残
さ
れ
て
い
て
、
石
井
家
の
男
子
は
、
少

な
く
と
も
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
立
山
参
詣
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
見
舞
請
帳
に
は
、
草
島
村
や
近
隣
の
村
々
（
海
老
江
・
東
岩

瀬
・
西
岩
瀬
・
明
神
）
の
人
々
か
ら
の
見
舞
品
と
し
て
、「
素
麺
」、「
生
菓
子
」、

「
ま
ん
じ
ゅ
う
」「
い
な
だ
」、「
餅
」、「
つ
ば
い
そ
」、「
干
い
か
」
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

立
山
参
詣
見
舞
請
帳

玉井家文書「北市村五郎兵衛倅三の伊勢参詣下向時に江州坂田郡祇園村
にて死亡のため遺体引取一件につき上申書」元禄12年（1699）〔個人蔵〕

石井家文書「立山参詣見舞請帳（吉次郎）」〔富山県公文書館蔵〕

表紙

コ
ラ
ム
壱

コ
ラ
ム
弐

北市村三の伊勢参詣下向時死亡一件についての経緯

近江坂田郡祇園村より、元禄12年（1699）年8月9日に北市村五郎兵衛
倅三が伊勢参詣から帰る途中で死亡したとの知らせが届く。
８月26日  北市村三の叔父長兵衛・組合頭左助・十村手代宗右衛門が祇
　　　　　園村へ出立する。
９月１日　祇園村役人の年寄孫助、横目庄左衛門、庄屋助左衛門立ち会
　　　　　いの上、村の善照寺に塩詰めして埋めてあった三の遺体を掘
　　　　　り出して見届ける。
　　　　　遺体は三であることを叔父長兵衛が確認する。
９月 ２日　改めて三の遺体を善照寺に埋葬する。
９月 ３日　北市村人祇園村を出立する。
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道
中
日
記
等
に
見
る
越
中
の
人
々
の
寺
社
参
詣

　
「
旅
行
用
心
集
」
に
は
、
旅
の
嗜
み
と
し
て
道
中
日
記
を
つ
け
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
本
人
の
旅
の
記
録
と
と
も
に
、
後
世
の
旅
人
の
参
考
と
す
る
た
め
に
作
成

さ
れ
た
。
例
を
上
げ
る
と
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
五
月
の
陸
奥
国
江
差
黒
石
村
（
現

　

岩
手
県
奥
州
市
）
の
作
太
郎
の
道
中
日
記
（「
伊
勢
参
宮
道
中
記
」）
の
文
末
に
は
、

文
政
八
年
之
年
鵜
木
長
右
衛
門
殿
参
宮
仕
道
中
記
を
願
上
、
拙
者
義
持
参
致
し
嘉
永

元
年
申
年
五
月
十
五
日
相
立
申
候
也
、八
月
廿
五
日
帰
宅
仕
、先
大
概
書
記
候
得
共
、

紙
筆
に
尽
く
し
か
た
し
、
何
方
之
御
人
様
参
り
候
て
も
名
所
掛
所
御
気
を
付
て
御
廻

り
な
ら
る
べ
く
候
、
以
上

と
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
今
回
の
伊
勢
参
詣
に
あ
た
っ
て
、
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
に
伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
鵜
木
長
右
衛
門
の
道
中
日
記
を
借
り
、
ま
た
本
人

作
太
郎
も
今
回
の
旅
の
大
概
を
書
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
こ
れ
か
ら
旅
を
す
る
人

に
注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
他
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
道
中
日
記
は
後
世
の
旅
人
に
と
っ
て
情
報
源
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
展
示
史
料
か
ら
、
道
中
日
記
の
主
な
項
目
を
上
げ
る
と
、
日
付
・
参
詣
ま
た
は

訪
れ
た
寺
社
や
名
所
、
峠
名
・
川
名
・
山
名
・
道
の
状
態
（
坂
道
・
平
坦
な
道
）・
関
所
（
通

り
や
す
さ
）・
宿
場
名
・
街
道
名
・
天
気
・
宿
泊
先
・
茶
屋
名
・
宿
泊
代
・
昼
食
代
・
茶
代
・

草
鞋
代
・
舟
賃
・
土
産
物
代
・
按
摩
代
・
酒
や
餅
な
ど
の
飲
食
物
な
ど
の
代
金
、
寺
社
の

来
歴
・
賽
銭
や
開
帳
料
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
道
中
日
記
や
別
帳
に
旅
の
門
出
に
餞
別
と
し
て
贈
ら
れ
た
品
目
と
そ
の
数
や
人

名
、
旅
の
土
産
の
品
目
と
そ
の
数
や
人
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
旅
が
個
人
的
な
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
村
人
や
縁
者
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

　

旅
人
は
、
二
〜
三
日
で
草
鞋
を
取
り
替
え
な
が
ら
、
自
分
の
足
で
一
日
平
均
約
四
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
旅
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
様
々
に
体
験
さ
れ
る
異
文
化
体
験
は
、
越
中
富

山
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

善
光
寺
へ
の
参
詣
に
つ
い
て
は
、『
大
山
町
史
』（
一
九
六
四
）
所
収
「
寛
政
十
二
年
申

六
月
朔
日
出
立
覚
」
長
棟
村
（
旧
大
山
町
福
沢
村
）
の
善
光
寺
参
詣
史
料
に
基
づ
い
て
、

旅
人
名
・
性
別
・
人
数
・
ル
ー
ト
・
日
程
を
割
り
出
し
た
。
長
棟
村
で
は
、
伊
勢
参
詣
と

善
光
寺
参
詣
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
善
光
寺
参
詣
に
つ
い
て
の
記
事
を
見
て
い
く
と
、
三
月

二
十
六
日
出
立
。
帰
村
は
、
閏
三
月
十
四
日
、
十
九
日
間
の
旅
で
あ
る
。

　

他
の
道
中
日
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
周
遊
す
る
の
で
は
な
く
、
善
光
寺
参
詣
を
終
え
る

と
同
ル
ー
ト
で
帰
村
し
て
い
る
。

男
性
〔
三
人
〕
甚
右
衛
門
、
長
右
衛
門
、
清
蔵
倅

女
性
〔
四
人
〕
甚
右
衛
門
妻
せ
つ
、
清
蔵
姉
、
平
右
衛
門
母
、
忠
左
衛
門
妻　

計
七
名

宿泊地 宿　　　　名 備　考

３月26日 牧村 吉河原 男女分宿舟津村東町

３月27日 寺林村 藤蔵 男女分宿あらや村 三右衛門
３月28日 高山 高山二番町川上や文右衛門
３月29日 中洞村 中洞村六蔵
３月晦日 野麦村 善蔵
閏３月１日 古宿村 たつみや吉左衛門
３月２日 さみぞ（三溝） いとや
３月３日 浅間 ひものや仲七
３月４日 をみ村（麻績） 新三郎
３月５日

善光寺 飛禅坊３月６日
３月７日
３月８日 一の川村（市野川） 一の川村七郎兵衛
３月９日 松本 いのや弥平
３月10日 にらやま村 儀八
３月11日 野麦村 善蔵
３月12日 山口村 十右衛門
３月13日 舟津村 杉山や長蔵
３月14日

道
中
日
記

善
光
寺
参
詣

長棟村甚右衛門ら七人の善光寺参詣日程

「寛政十二年申六月朔日出立覚」より作成
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伊
勢
参
詣
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）「
伊
勢
参
宮
道
中
覚
帳
」（
塚
本
家
文
書
）
の

道
中
日
記
か
ら
ル
ー
ト
、
宿
泊
地
、
宿
賃
、
参
詣
場
所
な
ど
を
整
理
し
た
。
旅
人
は
、
中

川
村
庄
三
郎
及
び
本
松
村
長
右
衛
門
の
二
名
で
あ
る
。
こ
の
日
記
の
作
成
者
は
、
庄
三
郎

で
、
代
々
二
上
組
十
村
役
南
善
左
衛
門
家
の
手
代
を
し
て
い
た
。

〔
ル
ー
ト
〕

　

五
月
十
五
日
に
高
岡
を
出
発
し
て
、
金
沢
↓
大
聖
寺
↓
水
落
↓
中
河
内
↓
木
之
本
↓
春

照
↓
尾
西
へ
と
進
み
、
五
月
二
十
一
日
名
古
屋
着
。
四
日
市
↓
関
↓
津
を
過
ぎ
、
五
月

二
十
五
日
伊
勢
到
着
。
伊
勢
参
詣
に
旅
立
っ
て
十
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
帰
り
は
、
田
丸

町
↓
つ
る
村
↓
大
石
村
↓
山
粕
村
↓
多
武
峰
↓
吉
野
へ
行
く
。
五
月
二
十
九
日
に
吉
野
を

立
ち
殿
野
村
↓
野
川
村
↓
高
野
山
↓
宇
野
村
↓
竜
田
↓
奈
良
↓
宇
治
を
ぬ
け
、
六
月
七
日

に
京
都
到
着
。
伊
勢
を
発
っ
て
か
ら
十
日
目
。
京
都
に
滞
在
し
、
大
坂
住
吉
ま
で
行
き
、

二
日
で
京
都
に
戻
り
祇
園
祭
を
見
て
、
六
月
十
五
日
に
出
発
。
そ
の
後
、
比
叡
山
↓
坂
本

↓
石
山
↓
高
宮
↓
柳
ケ
瀬
↓
府
中
を
通
り
六
月
十
九
日
に
大
聖
寺
到
着
。
翌
日
山
中
温
泉

に
泊
ま
り
、
松
任
へ
と
進
み
二
十
二
日
に
帰
郷
し
て
い
る
。
こ
の
間
三
十
八
日
に
及
ぶ
大

旅
行
で
あ
る
。
伊
勢
参
詣
を
遂
げ
る
と
す
ぐ
に
同
じ
ル
ー
ト
を
通
っ
て
帰
路
に
着
く
の
で

は
な
く
、
吉
野
・
高
野
山
・
奈
良
・
京
都
・
大
坂
へ
と
参
詣
の
旅
に
出
て
い
る
。

〔
宿
泊
場
所
と
宿
賃
〕

　

宿
の
種
類
は
、
旅
籠
・
木
賃
宿
・
宿
坊
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
旅
籠
で
は
一
人
平

均
一
五
〇
文
、
木
賃
宿
で
は
泊
り
代
三
十
五
文
、
米
代
三
十
五
文
、
宿
坊
で
は
泊
り
代

二
十
五
文
、
米
代
三
十
五
文
を
支
払
っ
て
い
る
。
宿
坊
は
高
野
山
成
就
院
、
木
賃
宿
は
津

留
村
専
福
屋
宗
兵
衛
・
山
粕
村
酒
屋
・
竜
田
か
わ
ら
や
、
な
ど
が
あ
っ
た
。

〔
参
詣
場
所
の
特
徴
〕

　

こ
の
道
中
日
記
の
表
紙
に
は
、「
伊
勢
参
宮
道
中
覚
帳
」
と
あ
る
が
、
伊
勢
で
の
滞
在

日
数
は
一
日
で
、
参
宮
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
伊
勢
御
師
の
屋
敷
で
宿
泊
は
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
賽
銭
な
ど
の
記
載
も
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
伊
勢
参
詣
は
名
目
で
あ
っ
て
、
旅
の
本

来
の
目
的
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
京
都
で
は
七
日
間
滞
在
し
て
、
寺
社
や

祇
園
祭
を
見
物
し
、
大
坂
で
も
二
日
間
過
ご
し
、
奈
良
の
寺
社
も
数
多
く
ま
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
吉
野
・
大
峰
山
と
い
っ
た
険
し
い
修
験
道
関
係
の
名
所
に
も
足
を
運
ん
で
お
り
、

精
力
的
に
寺
社
参
詣
や
物
見
遊
山
を
行
っ
て
い
る
。

名　　所 寺 神　社 地　蔵 観　音 不動明王 その他

多武峰 専修寺 熱田神宮 木之本地蔵
（浄信寺）

甚目寺観音
（甚目寺） 大石不動院 西の京の寺々

吉野山 松坂愛宕
（竜泉寺）

津嶋天王
（津嶋神社）

関地蔵
（宝蔵寺）

長谷観音
（長谷寺）

高野山 岡寺 伊勢神宮 壺坂観音
（南法華寺）

比叡山 当麻寺 天河大弁財
天女社

三室戸観音
（三室戸寺）

名古屋城 達磨寺 三輪明神
（大神神社）

那谷観音
（那谷寺）

なに八屋〔松〕 法隆寺 龍田神社

妙国寺〔蘇鉄〕 奈良大仏
（東大寺） 奈良明神

淀城〔水車〕 万福寺 住吉大社

唐崎神社〔松〕 京都大仏
（方広寺） 石清水八幡宮

膳所城 三井寺 日吉大社

瀬田唐橋

伊
勢
参
詣

参詣場所及び名所一覧表

塚本家文書「伊勢参宮道中覚帳」寛政2年（1790）〔個人蔵〕より作成
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月　日 宿 泊 場 所 里程 宿　　　　名 宿賃
(1人分)

舟賃
(2人分) 開帳 参　　詣　　場　　所

５月15日 金 沢 12 合羽屋仁左衛門 旅籠 150 35
16日 大 聖 寺 13 田中屋伊兵衛 旅籠 135
17日 水 落 12 肴屋又左衛門 旅籠 141
18日 中 河 内 13 越中屋八左衛門 旅籠 140 7 木之本地蔵（浄信寺）
19日 春 照 12 北国屋小左衛門 旅籠 115
20日 尾 西 12 越前屋栄助 旅籠 125 40
21日 名古屋本町 7 たはこ屋久兵衛 旅籠 150 熱田神宮・名古屋城
22日 四 日 市 12 伊勢屋源左衛門 旅籠 150 88 津嶋天王(津嶋神社)・甚目寺観音（甚目寺）
23日 津 12 八百屋理兵衛 旅籠 50 関地蔵（宝蔵寺）・専修寺
24日 山 田 9 辻屋伝兵衛 旅籠 150 松坂愛宕（竜泉寺）
25日 つ る 村 6 専福屋宗兵衛 木賃 35 伊勢神宮
26日 山 粕 村 12 酒 屋 木賃 79 大石村不動明王

27日 多武峰門前 9 （多武峰門前） 旅籠 140 長谷観音（長谷寺）・三輪大明神（大神神社）・
多武峰明神（談山神社）

28日 吉 野 8 谷村権左衛門 木賃 79 安部文殊院・岡寺・高取城・壺坂観音（南法
華寺）

29日 殿 野 村 10 花 屋 木賃 40 吉野大峰山
６月１日 野 川 村 1 明王院（妙音院） 木賃 50 天野村信長建立の弁財天
２日 高 野 山 5 成 就 院 旅籠 高野山奥の院
３日 宇 野 村 8 猟 屋 善 六 旅籠 124 6
４日 竜 田 11 か は ら 屋 旅籠 81 160 大麻寺・達磨寺・龍田明神(龍田神社)

５日 奈 良 7 松屋伊兵衛 旅籠 150 法隆寺・西の京の寺 ・々奈良明神・奈良大
仏（東大寺）

６日
京都御池上り

10
大文字屋源助

旅籠 14 宇治みもろ観音（三室戸寺）・万福寺・京都
大仏（方広寺）

７日 旅籠 祭
８日 旅籠
９日 （伏見より舟で移動）

10日 大 坂 長 町 10 旅籠 150 住吉大社・なに八屋（松）・妙国寺（蘇鉄）

11日 石清水八幡
宮 門 前 7 旅籠 淀城（水車）・石清水八幡宮

12日
京都御池上り

11
大文字屋源助

旅籠
13日 旅籠 祇園祭
14日 旅籠 祇園祭

15日 石 山 8 旅籠 比叡山山王権現(日吉大社)、唐崎の松、三
井寺、膳所城、瀬田の唐橋

16日 高 宮 13 旅籠
17日 柳 ケ 瀬 11 旅籠
18日 府 中 14 旅籠
19日 大 聖 寺 11 旅籠
20日 山 中 8 旅籠
21日 松 任 13 旅籠 那谷観音（那谷寺）
22日 高岡（中川村） 20 旅籠

庄三郎ら宿泊地・参詣寺社及び諸経費表

塚本家文書「伊勢参宮道中覚帳」寛政2年（1790）〔個人蔵〕より作成

（文）
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高岡（中川）

金沢

松任

那谷寺大聖寺

山中

生）

本地蔵

春照

宮

大石不動明王

伊勢神宮

松坂愛岩（龍泉寺）

津

専修寺

関地蔵院

四日市

津嶋天王（津嶋大社）
甚目寺

尾西

名古屋城

「伊勢参宮道中覚帳」より作成

本町
熱田神宮

津留
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大

水落

府中（武生

中河内

柳ヶ瀬

木之本

高宮

日吉大社

石山
方広寺大仏

淀城（水車）宇治みもろ観音（三室戸寺）
石清水八幡宮

奈良

法隆寺

大坂長町

住吉大社（難波の松）
達磨寺

当麻寺

宇野 吉野

野川
殿野

天河村弁財天

壺坂観音（南法華寺）
多武峰明神（談山神社）

山粕安部文殊院
長谷観音（長谷寺）

伊勢参詣ルート図

妙国寺・蘇鉄
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中
老
田
村
肝
煎
役
を
務
め
た
海
内
家
に
は
、
多
数
の
身
延
山
参
詣
に
関
す
る
史
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
史
料
を
年
代
順
に
並
べ
る
と

①｢

身
延
山
鎌
倉
江
戸
北
国
海
道
道
中
記｣

〔
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）〕

②｢

中
老
田
村
百
姓
久
之
助
ら
二
人
、
甲
斐
国
身
延
山
参
詣
に
つ
き
猪
谷
関
所
過
書
願

書｣

〔
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）〕

③｢

諸
山
参
詣
御
見
舞
覚
帳｣

〔
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）〕

④
「
身
延
山
霊
宝
目
録
」〔
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）〕

⑤｢

道
中
諸
書
留
帳｣

〔
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）〕

⑥｢

霊
場
参
詣
に
つ
き
諸
方
見
舞
貰
覚｣
〔
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）〕

⑦｢

身
延
山
等
道
中
記｣

〔
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）〕

⑧｢

身
延
山
道
中
記｣

（
幕
末
）

　

と
な
る
。
こ
の
内
、
道
中
日
記
は
、
①
⑤
⑦
⑧
の
四
点
で
あ
る
。
②
は
、
猪
谷
関
所
通

行
手
形
の
申
請
書
、
③
⑥
は
、
旅
に
出
る
に
あ
た
っ
て
の
餞
別
や
旅
土
産
を
記
録
し
た
も

の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
計
七
回
分
の
身
延
山
参
詣
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、「
久

五
郎
」
の
署
名
の
あ
る
⑧
の
道
中
日
記
か
ら
今
回
の
ル
ー
ト
図
を
作
成
し
た
。
年
紀
は
不

明
だ
が
ペ
リ
ー
来
航
後
の
記
事
が
あ
り
幕
末
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
六
月
二
日
出
立
し
て
、

七
月
九
日
に
帰
村
し
て
い
る
。
長
期
の
三
十
七
日
間
の
行
程
で
あ
る
。

〔
ル
ー
ト
〕

　

飛
騨
街
道
↓
中
山
道
↓
甲
州
街
道
↓
東
海
道
↓
三
浦
半
島
の
浦
賀
か
ら
↓
房
総
半
島
の

鋸
山
南
元
名
に
船
で
渡
り
↓
房
総
半
島
を
北
上
し
て
江
戸
↓
板
橋
か
ら
中
山
道
↓
追
分
か

ら
北
国
街
道
↓
北
陸
道
の
順
で
周
遊
し
て
帰
郷
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

　

⑤
の
道
中
日
記
も
同
様
の
ル
ー
ト
で
旅
を
し
て
い
る
。
①
⑦
の
道
中
日
記
は
房
総
半
島

に
は
渡
ら
ず
、
鎌
倉
か
ら
江
戸
へ
の
ル
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
身
延
山

や
そ
の
周
辺
の
参
詣
に
と
ど
ま
ら
ず
、鎌
倉
・
江
戸
の
寺
々
も
参
詣
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

〔
口
留
番
所
と
関
所
〕

　

ど
ち
ら
も｢

関
所｣

と
表
記
さ
れ
、｢

無
邪
魔｣

の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
通
過

す
る
こ
と
に
概
ね
支
障
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
関
所
に
つ
い
て
の
描
写

は
少
な
い
が
、
根
府
川
関
所
（
箱
根
関
所
の
脇
関
所
）
で
は
、｢

ね
ぶ
川
と
申
所
に
御
関

所
あ
り
、
役
人
五
六
人
並
居
、
石
火
矢
五
丁
、
鑓
五
筋
其
外
、
弓
矢
鉄
砲
之
道
具
立
な
ら

べ
厳
重
番
所
也
、
然
共
入
に
は
無
邪
魔｣

と
あ
っ
て
厳
重
な
様
子
で
あ
る
が
、
通
過
に
は

支
障
な
い
と
し
て
い
る
。

〔
参
詣
場
所
〕
身
延
山
参
詣
と
い
う
こ
と
で
有
名
日
蓮
宗
寺
院
が
多
い
が
、
以
下
の
よ
う

な
宗
祖
日
蓮
に
直
接
関
係
の
あ
る
寺
や
旧
跡
を
参
詣
し
て
い
る
。

　

甲
斐　

鵜
飼
山
遠
妙
寺 

休
息
山
立
正
寺 

小
室
山
妙
法
寺 

身
延
山
久
遠
寺

　

駿
河　

玉
沢
妙
法
華
寺　

仏
光
寺 

　

伊
豆　

大
成
山
本
立
寺　

　

相
模　

比
企
谷
妙
本
寺　

松
葉
谷
妙
法
寺 

　

上
総　

祖
御
疵
洗
水
井
戸 

袈
裟
掛
の
松 

小
湊
山
誕
生
寺 

正
中
山
法
華
経
寺

　

江
戸　

雑
司
が
谷
子
安
鬼
子
母
神
堂 

長
栄
山
大
国
院
本
門
寺 

長
広
山
立
法
寺

〔
江
川
家
菩
提
寺
へ
参
詣
〕

　

①
⑤
⑦
⑧
す
べ
て
の
道
中
日
記
共
通
の
記
事
と
し
て
、｢

韮
山
代
官
江
川
（
河
）
太
郎

左
衛
門｣

の
名
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
⑧
の
道
中
日
記
に
は
、｢

ね
ら
山
乃
御
代
官
江
川

太
郎
左
衛
門
様
江
行
キ
同
所
寺
江
参
詣
仕｣

と
あ
る
。
日
蓮
と
江
川
氏
は
関
係
が
深
く
、

韮
山
代
官
所
近
く
に
あ
る
江
川
家
菩
提
寺
大
成
山
本
立
寺
も
日
蓮
の
旧
跡
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
の
寺
に
参
詣
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
外
国
製
品
の
購
入
〕

　

他
の
道
中
日
記
に
は
な
い
記
事
と
し
て
、
⑦｢

身
延
山
等
道
中
記｣

に
は
、｢

三
分
弐

朱
ト
百
文　

ご
ろ
ふ
く
れ
ん　

横
浜
唐
人
屋
敷
ニ
而｣

と
あ
っ
て
、
日
米
修
好
通
商
条
約

後
の
外
国
貿
易
の
地
と
し
て
発
展
し
た
横
浜
で
、
外
国
人
か
ら｢

呉
絽
服
連
（
ご
ろ
ふ
く

れ
ん
）｣

と
い
う
輸
入
品
の
織
物
を
高
額
で
購
入
し
た
記
述
が
あ
る
。

〔
餞
別
と
土
産
〕

　

⑥
「
霊
場
参
詣
に
つ
き
諸
方
見
舞
貰
覚
」
に
は
、
中
老
田
村
の
村
人
を
中
心
に
餞
別
と

土
産
の
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
餞
別
に
は
、
素
麺
が
一
番
多
く
、
饅
頭
・
餅
・
酒
・

蒟
蒻
・
魚
・
油
揚
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
土
産
は
手
拭
が
一
番
多
く
、
御
札
・
団
扇
・
江

戸
絵
・
数
珠
・
扇
子
・
草
履
な
ど
を
渡
し
て
い
る
。

身
延
山
参
詣
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里程 宿泊地 宿　名 宿賃 舟賃 渡　　場 参詣寺社など
６月２日 楡原 89 10 舟橋、笹津渡、籠
６月３日 8 さんがら村 130 14 さんがらの渡
６月４日 9 高山 115
６月５日 9 かみがはら村 125
６月６日 寄合人村 114
６月７日 11 洗馬 132
６月８日 9 金澤 132
６月９日 10 韮崎 108
６月10日 8 鵜飼 124 24 鵜飼山遠妙寺、休息山立正寺（番神堂・七面堂・客殿）
６月11日 8 鰍沢 134 小室山（本堂・祖師堂・位牌堂・客殿）、子安鬼子母神
６月12日

6 身延山 智寂坊 600
40 身延山久遠寺、波木井山円実寺

６月13日 七面山奥院
６月14日 東谷の寺々
６月15日 南部 124 七面山（祖師堂・御真骨古仏堂・三門）
６月16日 18 三嶋 150 富士川 西行村（西行墓）、三嶋明神
６月17日 宇佐美 玉沢妙法華寺（客殿・祖師堂・諸堂）、大成山本立寺、仏光寺
６月18日 8 伊東
６月19日 11 米神 164
６月20日 10.5 下依智 24 酒匂川
６月21日 7.5 片瀬 150
６月22日 7 浦賀 大田屋藤右衛門 164 比企谷妙本寺　松葉谷妙法寺
６月23日 大山 136 浦賀
６月24日 8 植野 164 祖御疵洗水井戸 袈裟掛の松　小湊山誕生寺（本堂・諸堂）
６月25日 12 長柄山
６月26日 11 中山 116 5 市川 正中山法華経寺
６月27日 8 池上本門寺前 千歳屋 164
６月28日 6.5 浅草寺前 200 6 戸川
６月29日 2.5 蕨 164 どぶ棚　江戸城　本郷加賀屋敷
７月１日 12 熊谷 164
７月２日 12 板鼻 164
７月３日 10 追分 越後屋伝兵衛 164
７月４日 13 戸倉 本ト屋四五右衛門 164
７月５日 12 野尻 本陣 150 45 屋代・丹波島
７月６日 12.5 長浜 本陣 150
７月７日 14 外波 150
７月８日 11 魚津 150
７月９日 8 居村

餞　　　　別 土　　　　　　　　産
下女 手拭 1
下女 手拭 1
下男 手拭 1
下男 手拭 1
長松 酒 1 手拭 1
覚兵衛 油揚 10 手拭 1
銀右衛門 こんにゃく 15 手拭 1
彦三郎 素麺 3 手拭 1 団扇 1
善右衛門 餅 2 皮草履 1 江戸絵 1
清八 こんにゃく 10 御札 3 江戸絵 1 数珠 1
藤右衛門 饅頭 2 御札 3 氷餅 1 数珠 1
孫六 餅 2 御札 3 団扇 1 数珠 1
久之助 いなだ魚 1 御札 3 団扇 1 数珠 1
八郎兵衛 素麺 2 手拭 1
宗次郎 素麺 3 団扇 1 江戸絵 1
六左衛門 豆腐 1 団扇 1 江戸絵 1 虫眼鏡 1
庄右衛門 素麺 3 団扇 1 江戸絵 2 氷餅 1
清右衛門 素麺 2 団扇 1 縮緬切れ 1
老田屋善兵衛 素麺 2 団扇 1 縮緬切れ 1
堀岡新村　佐左衛門 魚 2匁

5合 団扇 1 草履 1 御札 1
新開　清兵衛 素麺 2 手拭 1
瀧川源太郎 手拭 1 小絵本 1
重次郎 饅頭 2 団扇 1 七つ玉子 1 江戸絵 1
長兵衛 饅頭 2 手拭 1 絵本 1
紋三郎 干烏賊 2 手拭 1
三十郎 素麺 2 手拭 1
忠次郎 手拭 1
羽根ノ家来 手拭 1
清助 素麺 5 手拭 1 団扇 1
作道村　治三郎 素麺 3 御札 1 数珠 1 江戸絵 1
羽根村　長兵衛 酒 2 餅 3 御札 1 草履 1 扇子 2 江戸絵 1
ト山　マキヤ　伊三郎 素麺 3 御札 1 草履 1 団扇 1
ト山　志甫屋　伊兵衛 御札 1 扇子 2
喜兵衛 餅 3 手拭 1 団扇 1
治右衛門 桜花積 1 団扇 1
乗福寺信雄 桜花積 1 団扇 1
高岡御聖人様 桜花積 1
道番市兵衛 素麺 2 御札 1 手拭 1
新右衛門 素麺 2 手拭 1

品　目 数
手拭 20筋
団扇 13本
扇子 4本
御札 17枚
江戸絵 9枚
数珠 5連
草履 4足
桜花積 3曲
縮緬切 2枚
絵本 2冊
氷餅 2袋
虫眼鏡 1個
七つ玉子 1個

身延山参詣宿泊地及び諸経費表

土産・餞別一覧
土産品目表

品　目 数
素麺 34つ
こんにゃく 25枚
油揚げ 10枚
餅 7重
饅頭 6重
酒 3升
いなだ魚 1匹
魚 2.5匁
干烏賊 2抱
豆腐 1箱

餞別品目表

⑧「身延山道中記」より作成

⑥「霊場参詣につき諸方見舞貰覚」より作成

（文）

※桜花積とは曲物のこと。
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寺
崎
家
文
書｢

寛
政
九
年
上
京
ニ
付
道
中
ノ
事
書
帳｣

を
み
る
と
、史
料
の
冒
頭
に
「
六

條
参
詣
の
人
々｣

と
あ
り
、
旅
の
目
的
は
京
都
東
本
願
寺
参
詣
で
あ
る
。
旅
人
は
、
こ
の

道
中
日
記
を
作
成
し
た
願
海
寺
村
の
久
兵
衛
と
古
ん
や
（
紺
屋
）・
同
人
妻
・
市
三
郎
・

庄
兵
衛
の
五
人
で
あ
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
七
月
一
八
日
出
発
、
閏
七
月
一
三
日

帰
着
、
日
数
二
十
五
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

北
陸
道
か
ら
中
山
道
そ
し
て
東
海
道
を
通
り
京
に
滞
在
し
て
、
帰
り
は
東
海
道
・
中
山

道
・
北
陸
道
を
通
っ
て
帰
宅
し
て
い
る
。

　

こ
の
旅
の
宿
は
、
木
賃
宿
が
多
く
米
代
含
め
て
一
人
当
た
り
約
一
〇
〇
文
支
払
い
、
お

茶
を
飲
み
、
草
鞋
を
買
い
な
が
ら
旅
を
続
け
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

女
性
の
関
所
の
通
行
に
つ
い
て
は
、
関
所
手
形
が
随
所
で
必
要
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
福

井
此
所
女
ハ
手
形
入
ル
」、「
板
取
此
所
女
子
手
判
相
渡
置
申
候
」「
柳
ケ
瀬
ノ
関
ニ
テ
通

ル
月
日
女
ノ
年
数
申
上
置
ク
右
帰
リ
ニ
此
通
リ
言
上
申
事
ニ
御
座
候｣

に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
福
井
、
板
取
、
柳
ケ
瀬
で
は
手
形
の
提
出
や
提
出
後
再
度
関
所
を
通
る
時
に
は
、
手

形
提
出
月
日
、
年
齢
を
言
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
女
性
に
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

経
費
に
つ
い
て
は
、
史
料
末
尾
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
宿
泊
費
三
貫
二
百
八
十
文
、

茶
代
九
三
五
文
、
買
物
五
貫
四
二
一
文
、
合
計
九
貫
六
三
六
文
と
し
て
い
る
。
一
日
平
均

の
宿
泊
費
約
一
三
七
文
、茶
代
三
七
文
、す
べ
て
割
勘
の
数
値
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

買
物
に
多
く
の
金
銭
を
費
や
し
て
い
て
、
京
で
の
買
物
は
、
ウ
チ
シ
キ
（
打
敷
）
一
二

文
、
数
珠
三
〇
〇
文
、
女
は
な
か
み
入
（
花
紙
入
）
三
一
八
文
、
き
ん
ち
ゃ
く
・
た
ば
こ

入
三
三
〇
文
、
さ
か
ず
き
三
六
文
な
ど
合
計
五
貫
四
二
一
文
を
使
っ
て
い
る
。
東
本
願
寺

で
は
、
御
剃
刀
二
三
文
、
盃
一
三
文
、
法
名
八
朱
八
歩
、
御
文
二
二
文
八
分
と
あ
る
。

　

旅
の
目
的
で
あ
る
東
本
願
寺
参
詣
の
期
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
剃
髪
を
行
い
、

法
名
を
も
ら
い
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
其
の
他
、
京
で
は
方
広
寺
の
大
仏
や

三
十
三
間
堂
、
知
恩
院
、
六
角
堂
、
金
角
（
閣
）
な
ど
一
五
か
所
を
参
詣
し
て
い
る
。

久兵衛ら宿泊地及び諸経費表

月日 宿泊地 宿　　名 距離
(里)

宿賃
(5人)

食費
(5人)

船賃
(1人) 茶 酒 草鞋 煙草 肴 その他

７月18日 竹橋 太郎屋三右衛門 12 250 238 125
７月19日 柏野 寺井屋平左衛門 8 200 234 31 85 12 16 80

７月20日 吉先（吉崎） 大和屋勘治郎 11 250 240 117 10 河汁 20文、遺芋 12文
飯入古さ五枚 35文

７月21日 福井 杉谷屋五右衛門 9 275 225 25 47 7
７月22日 脇本 問屋武右衛門 6 200 288 50 60 16
７月23日 柳ケ瀬 米屋弥左衛門 12 175 307 15 薬 36文
７月24日 鳥（居）本 鍛冶屋利助 10 175 278 70 米（大こく）４文
７月25日 守山 伊勢屋久蔵 8 175 300 28 70
７月26日

京都六条 六 左 衛 門 8 960 1000７月27日
７月28日 78
７月29日
閏７月１日 大坂 かわち屋庄右衛門衛 11 33 36 134
７月２日 25 145 25
７月３日 京都六条 六 左 衛 門 11 1280 1300 35 14 御座敷拝見17文
７月４日
７月５日 大津 む し ろ や 3 275 345 64
７月６日 恵ち川 柴子屋彦六 160 240 17 23
７月７日 木本 越後屋助左衛門 10 152 154 13 10 9 餅 10文
７月８日 今庄 玉屋清兵衛 8 200 200 6 髪手間 ４文
７月９日 福井 杉谷屋五右衛門 10 220 240 48 8 餅 ８文
７月10日 大聖寺 8 160 202 74 6
７月11日 松任 上 福 僧 屋 10 160 160 64 6 23

７月12日 今石動 本庄屋仁兵衛 9 180 165 104 180 針 56文、江きん反 1850文
筆池 74文、手拭 1016文

７月13日 高岡 104
飴 ５文、手拭 530文
大門素麺 60文、茶碗 35文
饅頭 15文、針 54文、筆 76文

東
本
願
寺
参
詣

寺崎家文書「寛政九年上京ニ付道中ノ事書帳」寛政3年（1797）〔富山県公文書館蔵〕より作成

（文）
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善太郎ら宿泊地及び諸経費表

　

名
苗
家
文
書
に
あ
る「
初
而
上
京
入
用
留
帳
」を
見
て
み
る
と
、天
保
十
年（
一
八
三
九
）

十
月
十
五
日
、
葛
葉
村
（
現
、
氷
見
市
葛
葉
）
善
太
郎
は
同
行
六
人
と
と
も
に
京
都
へ
出

立
し
た
。
北
国
街
道
を
通
っ
て
、十
九
日
木
之
本
、二
十
一
日
に
京
都
に
到
着
し
て
い
る
。

二
十
四
日
伏
見
よ
り
淀
川
を
川
舟
で
下
り
、二
十
六
日
ま
で
大
坂
に
滞
在
し
、東
御
房（
現
、

難
波
別
院
）、
西
御
房
（
現
、
津
村
別
院
）、
天
王
寺
へ
参
詣
し
て
い
る
。
京
都
で
は
、
御

絵
伝
、
筆
、
ち
り
め
ん
、
風
呂
敷
な
ど
を
土
産
と
し
て
求
め
、
二
十
九
日
に
京
都
を
出
立

し
、
十
一
月
七
日
に
帰
宅
し
て
い
る
。
東
本
願
寺
の
志
納
金
と
し
て
一
両
三
歩
（
分
）
一

朱
も
上
納
し
て
お
り
、
旅
行
費
用
の
約
二
十
五
％
が
上
納
さ
れ
て
い
る
。

京都での買物一覧

月 日 宿泊地 宿　名 宿賃 舟賃 酒 茶 弁当 餅 柿 飴 柚 芋 酒粕 草鞋 備　　　　　考
10月15日 金沢 本倉屋 131 41
10月16日 小松 野田屋与右衛門 115 3 8 5 3 6 草鞋１足 柿１ツ 手取川
10月17日 長崎 石屋三郎右衛門 149 17 6 16 草鞋２足 柿４ツ 吉崎御坊御明７文
10月18日 鯖波 米屋六郎兵衛 160 7 12 24 草鞋３足 柿６ツ 白鬼川
10月19日 木本 加賀屋与左衛門 131 16 1 10 3 20 草鞋２足 餅３ツ 木ノ本桑酒
10月20日 愛知川 松屋 135 11 9 8 10 草鞋１足 柿２ツ 姉川
10月21日 京都六条 福井屋 125 10 73 石山寺参詣
10月22日 京都 長左衛門

10月23日 京都下
数珠町 能登屋仁左衛門 116

10月24日
大坂

53 東御坊（難波別院）1文
西御坊（津村別院）1文
天王寺参詣　12文

10月25日
10月26日 11 草鞋１足
10月27日
10月28日

10月29日 愛知川 松波屋小兵衛 100 21 かがみ川橋7文
守山川橋6文

10月晦日 木本 加賀屋与兵衛 130 12 草鞋１足
高宮川橋2文
姉川橋2文
いもと川船10文

11月1日 鯖波 米屋六郎兵衛 65 9 4 枝豆16文、串柿2ツ
11月2日 船橋 柳屋宗五郎 60 3 1 5 7 11 柿２ツ 柚２ツ しらき川14文
11月3日 山中 81 5 30 味噌豆腐17文、布団10文
11月4日 小松 104 酒かす3文
11月5日 金沢 本倉屋 117 酒かす3文、香物5文
11月6日 今浜 山口屋 11 草鞋１足 餅２ツ 髪月代16文、せんす２ツ
11月7日

10月23日　
　10文　串２つ　　　45文　扇子５本　　　190文　扇子10本
　34文　墨６本

10月24日
　18文　筆５本　　　110文　こうり１つ　　　32文　火はし２本

10月27日
　76文　数珠２連　　　32文　数珠２連　　　１貫128文　風呂敷４枚
　400文　風呂敷２枚　　　150文　風呂敷１枚　　　150文　風呂敷１枚
　184文　風呂敷２枚　　　28文　数珠　　　104文　香20
　１貫400文　五尺ちりめん　　　480文　一尺五寸の緋ちりめん　　
　170文　御絵伝上下　　　300文　筆60本　　

10月28日
　75文　筆10本　　　30文　筆10本　　　100文　お菓子１袋

名苗家文書「初而上京入用留帳」天保10年（1839）〔個人蔵〕より作成

名苗家文書「初而上京入用留帳」天保10年（1839）〔個人蔵〕より作成

（文）
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寺
崎
家
文
書
の
「
寛
政
九
年
上
京
ニ

付
道
中
ノ
事
書
帳
」
で
東
本
願
寺
へ
の

参
詣
を
記
録
し
た
道
中
日
記
を
紹
介
し

た
が
、
他
に
、
久
兵
衛
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）「
御

旧
跡
巡
拝
記
」、
久
次
郎
の
も
の
と
推

定
さ
れ
る
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

「
廿
四
輩
巡
拝
の
帳
」
が
あ
る
。
こ
の

二
点
の
史
料
は
、
親
鸞
・
蓮
如
旧
跡
関
係
寺
院
を
参
拝
し
た
証
と
し
て
各
寺
で
記
帳
さ
れ

た
部
分
と
、
寺
が
発
行
す
る
複
数
の
巡
拝
札
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
年
号
と
日
付
が
あ

る
も
の
、
干
支
と
日
付
が
あ
る
も
の
、
な
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
順
番
で
寺
を
巡
っ
た
の
か
不
明
な
部
分
が
あ
っ
た
の
で
、
ル
ー
ト
を
特
定
せ
ず
に

寺
院
の
場
所
を
地
図
上
に
落
と
す
こ
と
に
と
ど
め
た
。

「
御
旧
跡
巡
拝
記
」
は
、

　

Ａ
加
賀
↓
越
前
↓
近
江
↓
京
（
安
永
八
年
三
月
二
三
日
か
ら
四
月
一
七
日
）

　

Ｂ
加
賀
↓
越
前
↓
近
江
↓
京
（
安
永
九
年
三
月
十
六
日
か
ら
四
月
一
七
日
）

「
廿
四
輩
巡
拝
の
帳
」
は
、

　

Ｃ
加
賀
↓
越
前
（
文
化
十
四
年
二
月
十
二
日
〜
十
九
日
）

　

Ｄ
加
賀
↓
越
前
↓
近
江
↓
摂
津
↓
京
↓
近
江
↓
美
濃
↓
尾
張
↓
信
州
↓
越
後
↓
越
中

　
　
（
文
化
十
五
年
二
月
二
十
二
日
〜
文
化
十
五
年
五
月
九
日
）

合
計
四
回
の
旅
及
び
そ
の
ル
ー
ト
が
確
認
で
き
る
。

　

下
の
史
料
は
久
次
郎
の
往
来
手
形
で
あ
る
。
檀
那
寺
婦
負
郡
野
口
村
願
念
寺
が
発
行
し

て
お
り
、
旅
の
目
的
と
し
て
「
高
祖
聖
人
御
旧
跡
」
と
あ
る
。「
文
化
十
五
年
寅
二
月
」

の
日
付
か
ら
Ｄ
の
お
り
に
携
帯
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
両
方
の
史
料
に
み
え
る
参

詣
寺
院
は
、

①
「
祖
師
御
旧
跡
」「
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
」「
親
鸞
聖
人
形
見
名
号
」
と
あ
る
よ
う
に
、

　
　

宗
祖
親
鸞
の
旧
跡
の
由
来
を
も
つ
寺
院
。

　

②
「
蓮
如
上
人
御
旧
跡
」「
蓮
如
上
人
六
字

　
　

名
号
」
と
あ
り
、
中
興
の
祖
蓮
如
の
旧
跡

　
　

の
由
来
を
も
つ
寺
院
。

　

③
親
鸞
・
蓮
如
両
方
の
由
来
を
も
つ
寺
院
。

　

④
「
廿
四
輩
性
信
開
基
」
と
あ
り
、
親
鸞
直

　
　

弟
子
廿
四
輩
の
開
基
の
由
来
を
も
つ
寺
院
。

　

概
ね
以
上
に
分
類
で
き
、
単
な
る
浄
土
真
宗

有
名
寺
院
巡
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
明
確

に
祖
師
や
そ
の
弟
子
、
中
興
の
祖
の
旧
跡
を
巡

る
旅
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。寺
院
側
も
木
版
印
刷
の
札
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

巡
拝
を
受
け
入
れ
る
態
勢
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

寺崎家文書「御旧跡巡拝記」安永
８年（1779）〔富山県公文書館蔵〕

親
鸞
・
蓮
如
・
二
十
四
輩
旧
跡
参
詣

寺崎家文書「廿四輩巡拝につき往来手形」
文化15（1818）〔富山県公文書館蔵〕

越後高田本誓寺の札

　
　
　

越
後
高
田

　
　
　
　
（
印
）
本
誓
寺

一　

本
尊
阿
弥
陀
如
来　
　
　

恵
心
僧
都
御
作

一　

祖
師
聖
人
御
木
像　
　
　

七
十
二
歳
御
自
作

一　

川
越
六
字
名
号　
　
　
　

祖
師
聖
人
御
筆

　

右
之
外
宝
物
品
々
略
之
者
也

寅
之
五
月
六
日　
　
　
　
　
　

役
者
（
印
）
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親鸞・蓮如旧跡寺院参詣一覧
年号 十二支 月　日 地　　　名 寺　　　名 備　　　　　考 史料名

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

亥

３月23日 加州金沢 御坊役所（金沢別院）

「
御
旧
跡
巡
拝
記
」

３月23日 加州江沼 山田光教寺 蓮如上人開基
３月28日 加州吉崎 願慶寺 蓮如上人旧跡
４月６日 越州福井 本願寺役所（福井別院）
４月６日 越州福井 昌向山真宗寺
４月７日 越州福井 牛鼻山興宗寺 開基行如法師
４月７日 越州福井 和田山本覚寺 開基親性
４月７日 越州福井 本願寺御門跡掛所
４月８日 越州福井木田 橘宗賢 親鸞聖人旧跡
４月８日 越州福井 中野専照寺 真宗三門徒本山勅願所
４月９日 越州（鯖江） 上埜山誠照寺 親鸞聖人旧跡

越前鳥羽 本吉山万法寺 親鸞聖人直弟子賢信房開基
４月14日 江州高島郡岡村 法泉寺 親鸞聖人形見名号、蓮如上人六字名号

江州大物 念仏山宝憧院題専寺 親鸞聖人直弟明空房開基
（京）虎石町 法泉寺 親鸞聖人旧跡（遷化旧地）

４月17日 （江州） （比叡山）大乗院 慈鎮和尚、親鸞聖人旧跡

安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）

子

加州動橋駅 篠生寺 蓮如上人旧跡
３月16日 加州小松 弓波山西照寺 蓮如上人旧跡
３月16日 （越州福井） 足羽山和田本覚寺
３月16日 加州小松 松永山長円寺 蓮如上人旧跡
３月16日 加州江沼郡月津 牛鼻山興宗寺 親鸞聖人弟子但馬行如法師開基
３月23日 江州長浜 大通寺 長浜別院

江州遠賀郡大津 安養寺 蓮如上人旧跡
４月４日 城州宇治郡山科 本願寺兼帯所聖水山 蓮如上人、実如上人、證如上人旧跡
４月17日 江州長沢 福田寺 長沢御坊

文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）

丑

２月12日 御坊役所（金沢別院）

「
廿
四
輩
巡
拝
の
帳
」

２月12日 加州江沼 山田光教寺
２月19日 越州福井 本願寺役所
２月19日 越州福井 本願寺掛所
２月19日 越州福井 橘宗賢 親鸞聖人旧跡
２月20日 越州今立船・村 三霊山立光寺 親鸞聖人御旧跡

越州福井 牛鼻山但馬興宗寺 行如
越前福井室町 油屋勘左衛門 蓮如自画自賛真影
越前福井 昌向山真宗寺 法善

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）

寅

２月12日 吉藤御堂
２月13日 加州松任 坂本山本誓寺 親鸞聖人御旧跡
２月14日 加州小松 和田山本覚寺 親鸞聖人直弟子
２月19日 越前福井 本願寺役所（福井別院）

越前福井 牛鼻山但馬興宗寺 行如
越前福井 橘法橋宗賢 親鸞聖人御旧跡
越前福井 本願寺掛所
越州今立郡船枝村 三栗山立光寺 親鸞聖人御旧跡
越州横越 山元山護念院證誠寺 親鸞嫡家

２月22日 越前 出雲路山豪摂寺 親鸞聖人御旧跡
（敦賀） 敦賀円教寺 蓮如上人開基
越前敦賀郡山中駅 有乳山光伝寺 親鸞聖人御真筆阿弥陀如来

２月27日 西江州高島郡岡村 慈雲山法泉寺 親鸞聖人御名号、蓮如上人御名号
江州高島郡永田村 堅田山慈敬寺 蓮如上人御旧跡
西江州高島打下村 琶湖山最勝寺 蓮如上人御旧跡

２月27日 近江国志賀郡大物村 念仏山宝幢院超専寺 親鸞弟子明堂房旧跡
近江国志賀郡真野 獅子吼山法蔵院正源寺 蓮如上人御旧跡
近江国志賀郡今堅田 泉福寺 蓮如上人御旧跡
江州志賀郡 石山寺 蓮如上人御旧跡

２月29日 （江州） （比叡山）大乗院 慈鎮和尚御旧跡、親鸞聖人自作像
４月１日 摂州蔦下郡溝杭 仏照寺 蓮如上人御旧跡

五条西洞院華園 大泉寺 親鸞聖人御旧跡
城州宇治郡山科 本願寺掛所 蓮如上人御旧跡
城州宇治郡山科小野庄 本願寺兼帯所聖水山 蓮如上人、実如上人、證如上人
（京）虎石町 法泉寺 親鸞聖人御旧跡（御遷化旧地）

４月６日 江州木部 遍照山錦織寺 親鸞聖人御旧跡
４月７日 江州愛智川宿 負別山宝満寺 親鸞聖人御旧跡
４月８日 濃州多芸郡多芸島村 福嶋山永寿寺 親鸞聖人御旧跡
４月９日 濃州墨俣宿 金足山熊谷院満福寺 親鸞聖人御旧跡
４月９日 濃州竹ケ鼻 西岸寺 親鸞聖人御旧跡
４月11日 濃州 渡河西方寺 親鸞聖人御旧跡
４月14日 尾州名古屋 御坊（名古屋別院）
４月14日 尾州名古屋 七宝山聖徳寺
４月14日 尾州名古屋 四宝山珉光院
４月27日 信州松本 木曽山義仲院長稱寺 親鸞聖人御旧跡

信州松本城下 大宝山佐々木正行寺 親鸞聖人御旧跡
信州松代 平林山本誓寺 親鸞聖人御旧跡

５月１日 信州善光寺 定額山善光寺 親鸞聖人筆十字名号、方便法身尊形
５月２日 信州長沼 成田山安養院西厳寺 蓮如上人御旧跡

信州水内郡平出村 彦坂藤兵衛 親鸞聖人筆九字名号
５月４日 信州相原 月原山明専寺 親鸞聖人御旧跡

信州 足立山野田長命寺 親鸞聖人御旧跡
越後頚城郡田海村 西蓮寺 親鸞聖人御旧跡

５月５日 越後荒井 御坊役所（新井別院）
越後頚城郡小出雲 照光寺 親鸞聖人弟子西願房旧地

５月５日 越後高田 御坊役所（高田別院）
越後高田 性宗寺 親鸞聖人御旧跡

５月６日 越後高田 光明山敬覚寺 親鸞聖人御旧跡
越後高田 井波園瑞泉寺 後小松院勅願寺
越後高田 歓喜踊躍山浄興寺 親鸞聖人御旧跡

５月６日 越後高田 本誓寺 親鸞聖人御旧跡
越後高田 中戸山西光院常敬寺 親鸞聖人御旧跡
越後 国分寺 親鸞聖人御旧跡

５月９日 越後外浪 大雲寺 親鸞聖人御旧跡
５月９日 越中宮崎 明光寺 親鸞聖人御旧跡

越中新川郡桜枝三日市 辻徳法寺 親鸞聖人御真筆十字名号
越中新川郡浜経田村 高龍山勝福寺 廿四輩性信開基
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お
わ
り
に

　

道
中
日
記
や
巡
拝
札
か
ら
多
様
な
情
報
が
読
み
取
れ
た
が
、
特
に
海
内
家
文
書
の
身
延

山
関
係
の
史
料
か
ら
は
、
身
延
山
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
や
房
総
半
島
そ
し
て
江
戸
の

日
蓮
の
旧
跡
や
関
係
寺
院
へ
も
参
詣
し
て
お
り
、
三
十
日
以
上
の
日
数
と
大
金
を
費
や
し

て
旅
を
し
て
い
る
。
こ
の
海
内
家
が
特
殊
な
事
例
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
調
査
の
過
程

で
確
認
し
た
城
戸
家
文
書
（
現
、
滑
川
市
）
に
あ
る
身
延
山
関
係
の
史
料
に
も
同
様
な
傾

向
が
見
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
中
期
か
ら
盛
ん
と
な
る
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
・
中
興
の
祖
蓮
如
・
二
十
四
輩
の
旧
跡
や
宝
物
が
あ
る

参
詣
ル
ー
ト
も
、
寺
崎
家
文
書
の
巡
拝
札
か
ら
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

身
延
山
参
詣
同
様
に
、
広
野
家
文
書
の
往
来
手
形
の
文
言
「
祖
師
親
鸞
聖
人
旧
跡
」
の
よ

う
に
浄
土
真
宗
に
も
祖
師
信
仰
が
り
、
寺
院
側
も
木
版
で
印
刷
さ
れ
た
巡
拝
札
を
準
備
し

て
い
て
、
多
く
の
参
詣
者
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

旅
人
は
、
多
く
の
寺
院
の
中
か
ら
参
詣
場
所
を
ど
の
よ
う
に
し
て
選
び
出
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。そ
れ
は
寺
院
の
由
来
や
場
所
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、「
二
十
四
輩
道
し
る
べ
」の
よ
う
に
出
版
物
か
ら
の
情
報
収
集
が
中
心
で
あ
ろ
う
。

こ
の
史
料
に
は
、「
油
屋
勘
左
衛
門　

蓮
如
上
人
自
画
安
置
」
と
あ
る
よ
う
に
寺
院
で
は

な
く
、
個
人
の
情
報
ま
で
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
に
も
久
次
郎
は
参
詣
し
、
巡

拝
札
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
巡
拝
札
に
は
、「
信
證
院
殿
蓮
如
上
人　

自
画
自
讃
御

真
影
安
置　

越
前
福
井
室
町　

油
屋
勘
左
衛
門
」
と
あ
り
、「
二
十
四
輩
道
し
る
べ
」
と

同
じ
内
容
で
あ
る
。
出
版
物
を
参
考
に
し
、
参
詣
寺
院
が
決
め
ら
れ
、
旅
が
計
画
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
旅
行
案
内
書
が
出
版
さ
れ
た
が
、そ
の
中
で
も
、宗
祖
、

直
弟
子
、
中
興
の
祖
の
足
跡
や
宝
物
の
記
事
は
、
寺
院
を
参
詣
し
た
い
と
い
う
信
仰
心
を

高
め
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

旅
の
後
は
、
餞
別
を
い
た
だ
い
た
村
の
人
た
ち
に
土
産
を
渡
し
な
が
ら
、
旅
の
情
報
を

伝
え
、
郷
土
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
、
日
常
生
活
に
も
ど
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
七
月
十
三
日
、
富
山
藩
十
村
役
高た
か
や
す安
豊と

よ
す
け助
は
、
伊
勢
参

宮
の
旅
に
出
た
。
表
向
き
は
参
宮
だ
っ
た
が
、
富
山
藩
二
代
藩
主
前
田
正ま
さ
と
し甫

か
ら
密

命
を
受
け
て
い
た
。
西
国
へ
下
り
、
鉱
山
師
を
雇
う
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
豊
助

の
祖
父
金
定
が
初
代
藩
主
利
次
の
命
で
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
か
ら
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
ま
で
の
九
年
間
、
野の
づ
み積
谷だ

に

（
現
、
富
山
市
八
尾
町
）
で
鉄
鉱
を
採
掘

し
て
い
た
が
、
採
掘
法
が
不
完
全
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
正
甫
は

豊
助
に
命
じ
て
再
興
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
伊
勢
は
、
諸
国

か
ら
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、
信
仰
の
場
所
の
他
に
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
機
能
を
も
つ
場
所
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
国
の
鉱
山
師
を
差
配
す
る｢

御お
ふ
き吹

太た
ゆ
う夫｣

が
い
て
、
こ
の
御
吹
太
夫
の
紹
介
で
豊
助
は
但
馬
国
七
美
郡
八
木
鉱
山
の
鉱

山
師
弥
右
衛
門
に
会
い
、
彼
と
と
も
に
大
坂
・
京
を
回
っ
て
丹
波
路
か
ら
八
月
七

日
に
但
馬
国
に
到
着
、
各
鉱
山
を
見
て
ま
わ
っ
た
。
八
木
鉱
山
の
長
兵
衛
、
市
五
郎
、

同
国
美
含
郡
久
斗
山
の
作
左
衛
門
、
市
右
衛
門
に
弥
右
衛
門
を
合
わ
せ
て
五
人
を
雇

い
、
九
月
十
一
日
帰
国
。
さ
っ
そ
く
採
掘
に
当
た
る
が
、
豊
助
は
弥
右
衛
門
を
同
道

し
て
再
び
出
発
し
、
丹
波
、
但
馬
、
因
幡
、
播
磨
、
美
作
ま
で
鉱
山
師
を
雇
う
た
め

に
巡
り
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
三
月
二
十
一
日
、
二
十
六
人
を
雇
っ
て
帰
国
す

る
。
一
年
以
上
に
及
ぶ
忍
び
の

旅
で
あ
っ
た
。
前
年
の
宝
永
三

年
に
は
正
甫
は
亡
く
な
り
、
本

格
的
な
採
掘
は
中
止
に
な
っ
た
。

　

伊
勢
参
詣
を
名
目
に
し
て
、

鉱
山
師
雇
い
入
れ
の
た
め
に
二

度
の
長
旅
に
十
村
役
が
出
た
事

例
で
あ
る
。

富
山
藩
主
の
密
命
に
よ
る
伊
勢
参
詣

コ
ラ
ム
参
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企画展史料一覧
資　史　料　名 所　　蔵 実物 パンフ パネル ポスター チラシ

旅
の
手
続
き

旅
の
手
続
き

１ 往来手形（文化10） 富山県公文書館（広野家文書） ○ ○ ○ ○ ○

２ 鞍骨村市郎右衛門等四人伊勢参詣につき請合状
（宝永３） 個人蔵（藤井家文書） ○ ○ ○ ○

３ 中老田村百姓久之助等二人
甲斐国身延山参詣につき猪谷関所過書願書（文政12） 富山県公文書館（海内家文書） ○ ○ ○

４ 五拾六歳髪切女壱人五拾三歳髪切下女壱人
甲州身延山参詣につき過書（文化８） 富山市猪谷関所館（橋本家文書） ○ ○

旅
の
案
内
書

旅
の
案
内
図

５ 藤田家道中記（弘化2） 富山県公文書館（藤田家文書） ○ ○ ○ ○
６ 大日本早見道中記（安政元） 富山県公文書館（海内家文書） ○ ○
７ 天保改正袖中京絵図（天保12） 富山県公文書館（上埜家文書） ○ ○ ○
８ 改正摂津大坂図（天保13） 富山県公文書館（上埜家文書） ○ ○
９ 改正絵入南都名所記（文政10） 富山県公文書館（上埜家文書） ○ ○
10 大日本陸海全図（文久４） 富山県公文書館（広野家文書） ○
11 江戸全図（天保期） 富山県公文書館（広野家文書） ○
12 江戸買物獨案内（文政７） 魚津市立図書館 ○ ○

旅の心得
13 旅行用心集（文化７） 富山県立図書館 ○ ○ ○
14 大日本道中行程細見（寛政７） 富山県公文書館（広野家文書） ○ ○

旅の宿 15 浪花講定宿帳（安政３） 富山県立図書館 ○ ○ ○

道
中
日
記
の
世
界

善光寺
参詣

16 「嘉永二年諸達諸届書」姉の善光寺参詣につき過書方願書（嘉永2） 富山県立図書館（富山藩文書） ○

17 善光寺絵図 富山県公文書館寄託（五十島家文書） ○
18 善光寺参詣引札 富山県公文書館寄託（五十島家文書） ○ ○ ○

伊勢参詣 19 伊勢参宮道中覚帳（寛政２） 個人蔵（塚本家文書） ○

身
延
山
参
詣

20 身延山鎌倉江戸北国海道道中記（文化元） 富山県公文書館（海内家文書） ○
21 諸山参詣御見舞覚帳（天保３） 富山県公文書館（海内家文書） ○
22 身延山道中記（江戸後期） 富山県公文書館（海内家文書） ○
23 道中諸書留帳（安政４） 富山県公文書館（海内家文書） ○
24 霊場参詣につき諸方見舞貰覚（安政５） 富山県公文書館（海内家文書） ○
25 身延山霊宝目録（嘉永元） 富山県公文書館（海内家文書） ○
26 身延山等道中記（元治元） 富山県公文書館（海内家文書） ○ ○ ○

本願寺
参詣

27 寛政九年上京につき道中ノ事書帳（寛政９） 富山県公文書館（寺崎家文書） ○
28 初而上京入用留帳（天保10） 個人蔵（名苗家文書） ○
29 上京并参宮大和廻入用記（文化10） 個人蔵（名苗家文書） ○

親
鸞
蓮
如
二
十
四

輩 

寺 

院 

巡 

拝

30 御旧跡巡拝記（安永8） 富山県公文書館（寺崎家文書） ○ ○ ○
31 廿四輩巡拝につき往来手形（文化15） 富山県公文書館（寺崎家文書） ○
32 廿四輩巡拝の帳（文化15） 富山県公文書館（寺崎家文書） ○
33 廿四輩御旧跡道しるべ（天保15） 富山県公文書館（石井家文書） ○

道中双六 34 新板加州金沢道中双六（江戸後期） 富山市郷土博物館 ○

コ
ラ
ム

伊勢参詣と
十村役の
隠密活動

35 宝永弐年覚書 富山県立図書館（富山藩文書） ○

36 高安家系図 富山県公文書館寄託（高安家文書） ○ ○

旅先
事故
対応

37 旅人煩い病死の届方ニ付申渡書（元禄３） 南砺市城端図書館 ○

38
北市村五郎兵衛倅三の伊勢参詣下向時につき江州
坂田郡祇園村で死亡のため遺体引取一件につき上
申書（元禄12）

個人蔵（玉井家文書） ○ ○ ○ ○ ○

立山
参詣
見舞

39 立山参詣見舞請帳〔正吉〕（文政５） 富山県公文書館（石井家文書） ○
40 立山参詣見舞請帳〔吉次郎〕（江戸後期） 富山県公文書館（石井家文書） ○ ○
41 立山参詣見舞請帳〔源之助〕（江戸後期） 富山県公文書館（石井家文書） ○
42 立山参詣見舞請帳〔石井豊二〕（明治21） 富山県公文書館（石井家文書） ○
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『江戸の寺社めぐり』原　淳一郎　2011　吉川弘文館
『江戸の旅文化』神崎宣武　2004　岩波書店
『近世おんな旅日記』柴　桂子　1997　吉川弘文館
『江戸の見世物』川添　裕　2000　岩波書店
『江戸庶民の旅』金森敦子　2002　平凡社
『企画展　街道～越中を行き交う人々～』2001　富山市郷土博物館
『特別企画展　立山・富士山・白山みつの山めぐり　霊山巡礼の旅 ｢三禅定｣』2010　富山県［立山博物館］
『「旅―江戸の旅から鉄道旅行へ―」国立歴史民俗博物館研究報告　155』2010
『身延山信仰の形成と伝播』望月真澄　2011　岩田書院
『江戸切絵図を読む』祖田浩一　1999　東京堂出版
『地図で読む江戸時代』山下和正　1998　柏書房
『旅行用心集（生活の古典双書３）』八隅廬菴　1972　八坂書房
『新・旅行用心集』加藤秀俊　1982　中央公論社
『現代訳　旅行用心集』八隅廬菴 著　桜井正信 監訳　2009　八坂書房
『一外交官の見た明治維新』アーネスト・サトウ　1979　岩波書店
『全国古街道事典』（西日本・東日本編）　2003　東京堂出版
『日本交通史辞典』丸山雍成　小風秀雅　中村尚史　2003　吉川弘文館
『江戸物価事典』小野武雄　1983　展望社
『角川日本地名大辞典』角川書店
『国史大辞典』吉川弘文館
『日本史小百科　交通』荒井秀則・櫻井邦夫・佐々木虔一・佐藤美知男編　2001　東京堂出版
『江戸の旅は道中を知るとこんなに面白い』菅野俊輔　2009　　青春出版社
『富山県公文書館目録　歴史文書　一』1987　富山県公文書館
『富山県公文書館目録　歴史文書　九』1993　富山県公文書館
『富山県公文書館目録　歴史文書　十』1994　富山県公文書館
「近世越中関所の設置と規模」水島　茂　『富山史壇』第37号　1967
「富山藩西猪谷口留番所と通行者」高瀬　保『交通史研究』第16号　1987
「伊勢参宮道中覚書について」野村胎子　『富山史壇』第96号　1988
「越中の旅人たち～近世県内史料を中心に探る旅の様相」富山県公文書館歴史講座　資料　寺崎美希子　2008
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 参考文献『江戸物価事典』小野武雄　著

江戸時代、約260年間中、物価は様々に変動しました。
また、地域によっても違います。
あくまでも一つの目安として、下記の換算レートで計算してみてください。

　１文＝25円
　１貫＝1000文＝25,000円
　１朱＝250文＝6,250円
　１分＝４朱＝１貫＝1000文＝25,000円
　１両＝４分＝16朱＝４貫＝4000文＝100,000円

食べ物
　蕎麦（二八蕎麦）１杯＝16文＝400円
　天ぷら蕎麦１杯＝32文＝800円
　鮨（にぎり）＝８文＝200円
　おでん１串＝４文＝100円
　豆腐１丁＝12文＝300円

お菓子
　串団子１串＝４文＝100円
　桜餅１つ＝４文＝100円

飲み物
　甘酒１杯＝８文＝200円
　しるこ１杯＝４文＝100円
　酒１合＝10文＝250円

旅
　旅籠宿代１人＝200文＝5,000円
　川の渡し銭１人＝90文＝2,250円

収　入
　大工（１日）＝540文＝２朱40文＝13,500円
　大工（月20日）＝10800文＝10貫800文＝２両２分３朱50文＝27万円
　棒手振り（月20日）＝8000文＝８貫＝２両＝20万円

生　活
　裏店長屋家賃（月）＝１貫=1000文＝１分＝25,000円
　銭湯＝10文＝250円
　髪結（大人）＝32文＝800円
　按摩＝64文＝1,600円

江戸の諸物価（文化・文政期）
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■交通機関

JR富山駅発バス

・北代循環〈県立図書館前〉下車・・・・・・・・・・・・・・・・・・・徒歩3分

・四方経由新港東口行〈県立図書館前〉下車・・・徒歩3分

・高岡小杉方面行〈呉羽山公園〉下車・・・・・・・・・・徒歩10分

お問い合わせ先 富山県公文書館 〒930-0115 富山市茶屋町33-2
TEL 076（434）4050 FAX 076（434）4093 http://www.pref.toyama.jp/branches/1147/


